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2月2日(木)、河東コミセンにて岡野喜久代先生を招いて太極拳

教室を行いました。参加者28人。まず最初に準備運動でしっかり

と身体をほぐし、基本の動きを教えて頂きました。

ゆったりとした動きや体重移動は思うように出来ない所もあり

ましたが皆さんの真剣な取り組みを見て、先生からは「今日の参

加者の方々は健康維持に興味・

1月28日(土)、今年度最後の子ども囲碁将

棋教室を開催し、9人の子どもが参加しまし

た。

教室は10年前にスタートし、6年前に中学

生棋士藤井聡太(現竜王)の活躍の刺激も

あってか1回に30人前後の子どもの参加がし

ばらく続いたこともありました。

しかし、ここ数年は1回に7～8人前後の子

どもの参加となっていました。このように

子どもの参加が減少していることもあり、

本教室は今年度で終了する予定です。

これまで囲碁将棋を通じて多くの子ども

と楽しい時間を共有できたことをありがた

く感じております。

(指導者 馬場毅、石田重俊)

子ども囲碁将棋教室

ヘルス推進員健康教室(太極拳)

「第9回文化祭を2月4日(土)、5日(日)の2日間、コ

ロナの感染防止に努め、展示のみの行事として開

催しました。

2日間で約400人が来場され地域の文化交流の場

として賑わいました。

文化祭に出展された団体、個人の作品は全て完

成度が高く、来場者も作品を熱心に見入られてお

られました。2日目には、「旧河東村の昔語り」と

題して河東地区歴史研究会、花田敏彦会長の講演

があり聴講者も多く興味深く聞き入っておられま

した。また、今回の文化祭では山田のソバ畑で収

穫したソバを麺にして数量限定で販売を行い好評

のなか完売しました。

文化祭を通じて河東地区の文化を満喫でき、感

心と感動そして笑顔の2日間となりました。

開催に際しましてご協力頂きました関係者の皆

様に心からお礼を申し上げます。

(文化祭実行委員長 西田光生)

河東地区歴史研究会は1月30日(月)と31日

(火)に、河東西小と河東小へ昭和の頃まで

よく使われていた古い民具や農具を持って

出かけました。いわゆる出前授業です。

「あっ、ヘンなモンがイッパイ並んでい

る！」と、男の子の第一声から授業は始ま

りました。私達年代には懐かしいだけの道

具ですが、子ども達には珍しい物ばかりで

す。真剣に見・聞き・質問し、それらの体

験を楽しんでいました。

今はAIの時代とか言われていますが、こ

の体験によりいろんな物が祖先から今に受

け継がれてきて現在が有るのだと、子ども

達に少しでも分ってもらえたら嬉しいなと

思うひとときでした。

(歴史研究会 林田芙美枝)

小学校への出前授業

河東西小での様子

河東小での様子

関心を持っておられるのを感じ

ます。興味・関心を持つ事が第

一歩です。」とお褒めのひと言。

参加者からは「明日の筋肉

痛？が心配だわ(笑)」の声も聞

かれましたが、一生懸命、頑

張った証拠です!!継続に努めま

しょう。

(ヘルス推進員 飯尾恵子)

唐箕(とうみ)


